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送
付
に
関
し
て
費
用
が
か
か
る

と
思
い
ま
す
。
サ
イ
ト
で
見
え
る

な
ら
送
付
は
必
要
な
い
と
思
い
ま

す
。経

費
削
減
の
た
め
に
も
重
複
す

る
も
の
は
や
め
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

【
回
答
】

こ
う
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ

く
一
方
で
、
や
は
り
冊
子
体
で
の

送
付
を
希
望
さ
れ
る
読
者
の
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
経
費

節
約
は
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
の

で
、
こ
の
形
態
を
維
持
し
つ
つ
、

経
費
節
約
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
内
容
に
つ

き
ま
し
て
も
読
者
の
方
に
ご
満
足

い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い

り
ま
す
。

徳
島
大
学
の
就
職
支
援
の
取
組

み
で
様
々
な
分
野
で
み
な
さ
ん
が

知
恵
を
出
し
、
取
り
組
ま
れ
て
お

ら
れ
る
事
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ

れ
と
教
育
方
針
も
充
実
さ
れ
て
い

る
様
で
、
学
生
さ
ん
も
学
ば
れ
て

い
く
事
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

現
在
の
社
会
情
勢
を
考
え
る
と
、

保
護
者
の
皆
様
の
関
心
が
本
学
の

就
職
状
況
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

ま
す
。
大
学
の
使
命
は
、
優
秀
な

人
材
を
育
て
、
そ
し
て
社
会
に
輩

出
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
に
安
心
し
て
お
子
様
を
お
預

け
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
教
育
・
研
究
活
動
な
ら
び
に
就

職
支
援
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

徳
島
大
学
医
学
部
は

ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
医
学
部
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

徳
島
大
学
医
学
部
は
、
2
0
1
2

年
12
月
12
日
に
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
医
学

部
（
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
）
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
調
印
式

に
は
、
本
学
医
学
部
か
ら
玉
置
俊
晃
医

学
部
長
、
丹
黒
章
教
授
、
三
田
村
佳
典

教
授
、内
藤
毅
准
教
授
、村
澤
普
恵
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
医
学
部
長
補
佐
）
が
出

席
し
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

本
学
医
学
部
と
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
医

学
部
と
の
交
流
は
、
内
藤
毅
准
教
授

が
1
9
8
4
年
10
月
か
ら
半
年
間
カ

ト
マ
ン
ズ
に
滞
在
し
、
眼
科
の
講
師
と

し
て
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
付
属
病
院
眼
科

の
診
療
体
制
の
確
立
に
携
わ
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
眼
科
学
分

野
を
通
し
て
30
年
近
く
に
わ
た
り
交
流

が
続
き
、
2
0
1
2
年
3
月
に
は
両

大
学
眼
科
教
室
間
で
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
た
び
、
医
学
部
間
で
の
部

局
間
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
は
協
定
に
基
づ
き
、
眼
科
学
分
野

の
み
な
ら
ず
様
々
な
分
野
で
の
学
術
交

流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

助
任
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

（
L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）点
灯
式
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
24
年
12
月
21
日
、
常
三
島
キ
ャ

ン
パ
ス
の
助
任
の
丘
に
て
、
助
任
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
（
L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
）
点
灯
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
徳

島
大
学
の
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
2
回

目
と
な
り
、
徳
島
県
に
よ
る
「
光
の

八
十
八
ヶ
所
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。点

灯
式
で
は
、
佐
野
地
域
連
携
担
当

理
事
の
挨
拶
、
吉
田
地
域
創
生
セ
ン

タ
ー
長
に
よ
る
概
要
説
明
、
平
木
大
学

院
ソ
シ
オ
・
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
部
教
授
に
よ
る
展
示

コ
ン
セ
プ
ト
の
解
説
の
後
、
参
加
し

た
約
2
0
0
名
が
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

を
行
い
、
L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ー

マ
は
「An underw

ater hill

（
水
面
下

の
丘
）」
で
、
助
任
川
の
水
中
か
ら
見

上
げ
た
光
の
世
界
を
表
し
て
い
ま
す
。

水
の
流
れ
を
連
想
さ
せ
る
幻
想
的
な

L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
、
参

加
者
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

第
41
回 

徳
島
大
学
駅
伝
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

平
成
25
年
1
月
12
日
、
徳
島
中
央
公

園
に
て
第
41
回
徳
島
大
学
駅
伝
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
大
会
は
学
生
と
教

職
員
と
の
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
体

力
・
気
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
徳
島
大
学
体
育
団
体
連
合
会
と
徳

平
成
24
年
度
康
楽
賞
贈
与
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
48
名
（
う
ち
学
術
研
究
関
係

24
名
、
奨
学
生
24
名
））
が
決
定
し
、
平
成

25
年
1
月
24
日
、
長
井
記
念
ホ
ー
ル
に

お
い
て
贈
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

康
楽
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
康
楽
会

よ
り
、
本
学
の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成

果
の
あ
っ
た
者
及
び
本
学
の
学
生
で
学

業
成
績
等
が
優
秀
で
あ
る
者
に
対
し
、

賞
状
及
び
賞
金
が
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

昭
和
26
年
に
創
設
さ
れ
、
今
回
で
62
回

目
と
な
り
ま
す
。

贈
与
式
で
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に

学
長
か
ら
賞
状
の
授
与
、
公
益
財
団
法

二
次
利
用
は
東
海
地
方
で
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
西
日
本
で
は
今
回
の
出

土
例
が
初
め
て
で
す
。
当
時
の
住
民
が

海
を
越
え
て
東
海
地
方
と
も
交
流
が

あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
立
体
駐

車
場
建
設
工
事
に
伴
い
、
埋
め
戻
さ
れ

ま
す
が
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
で
調
査

が
継
続
さ
れ
、
出
土
し
た
土
器
等
は
保

存
さ
れ
ま
す
。

島
大
学
主
催
で
毎
年
1
月
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
5
人
の
走
者
で
構

成
す
る
学
生
チ
ー
ム
31
団
体
（
男
子
26
、

女
子
5
）
と
職
員
チ
ー
ム
1
団
体
（
男
子
）、

1
6
0
人
が
、
男
子
16
㎞
、
女
子
10

㎞
の
コ
ー
ス
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
。各

チ
ー
ム
の
健
脚
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
部
活
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
走
る

チ
ー
ム
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う

チ
ー
ム
も
あ
り
、
真
剣
勝
負
の
中
に
も

し
ば
し
ば
笑
い
と
歓
声
が
起
こ
り
、
応

援
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
人
の
故

障
者
も
な
く
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が
無
事

完
走
し
、
競
技
終
了
後
は
優
勝
チ
ー
ム

に
優
勝
杯
と
副
賞
、
成
績
上
位
チ
ー
ム

に
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

人
康
楽
会
よ
り
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
野

田
理
事
か
ら
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
大
学
院
ヘ

ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
中
馬 

寛
教
授
よ
り
公
益
財
団
法
人
康
楽
会
に

対
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
弥
生
時
代
か
ら

古
墳
時
代
の
大
規
模
集
落
と

銅
鐸
片
等
が
発
見
さ
れ
ま
し
た

平
成
24
年
4
月
か
ら
行
わ
れ
た
立
体

駐
車
場
建
設
予
定
地
内
の
発
掘
調
査
で
、

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
大
規
模
集

落
と
銅
鐸
片
等
が
発
見
さ
れ
、
平
成
25

年
2
月
9
日
に
地
域
の
方
々
に
公
開
し
、

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
庄
・
蔵
本
遺
跡

は
、
四
国
で
は
最
大
級
の
弥
生
時
代
の

初
期
農
耕
集
落
跡
で
す
。
同
遺
跡
は

1
9
8
0
年
代
か
ら
調
査
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
も
集
落
、
畑
、
用
水
路
の

遺
構
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
住
居
跡

約
10
棟
、
井
戸
４
基
、
お
墓
３
基
な
ど

で
、
土
器
や
木
製
品
も
多
く
出
土
し
ま

し
た
。
今
回
発
見
さ
れ
た
銅
鐸
片
は
、

銅
鐸
の
飾
耳
の
破
片
と
考
え
ら
れ
、
中

央
部
に
穴
を
開
け
て
紐
を
通
し
、
ペ
ン

ダ
ン
ト
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
銅
鐸
の

調印後、学術交流協定書を交換するサヤミ学部長（左）
と玉置医学部長（右）

（男子）
優勝：城山防衛隊
2位：いぶし銀の走りチーム
3位：水泳部 Aチーム

（女子）
優勝：女子ラクロス部
2位：水泳部
3位：女子バレーボール部

発見された銅鐸片 井戸の遺構
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「
特
別
企
画
展
示
会
」継
続
開
催
中

第
4
回 

特
別
企
画
展
示

「
福
島
原
発
事
故
復
興
支
援
報
告
展
会
」

平
成
25
年
2 

月
26
日（
火
）～
3
月
29
日（
金
）

第
5
回 

特
別
企
画
展
示

「
日
本
薬
学
の
父 

長
井
長
義
展
示
会
」

平
成
25
年
4
月
5
日（
金
）～
7
月
31
日（
水
）

第
４
回
特
別
企
画
展
示
で
は
、
福
島

原
発
事
故
以
来
、
徳
島
大
学
が
福
島
県

白
河
市
と
協
定
を
結
ん
で
、
放
射
線
量

の
測
定
や
講
演
会
等
を
通
じ
て
そ
の
復

興
支
援
を
行
っ
て
い
る
活
動
の
報
告
展

示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

展
示
期
間
中
、
３
月
21
日
に
は
ガ
レ
リ

ア
新
蔵
展
示
室
の
あ
る
日
亜
会
館
に
お

い
て
、
復
興
支
援
報
告
会
も
行
い
ま
し

た
。
福
島
県
か
ら
の
来
賓
も
迎
え
、
来

賓
に
よ
る
特
別
講
演
の
ほ
か
、
本
学
支

援
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
な
ど
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。第

５
回
特
別
企
画
展
示
で
は
、
日
本

の
化
学
の
道
を
切
り
拓
い
て
、
薬
学
の

礎
を
築
い
た
こ
と
か
ら
「
日
本
の
薬
学

の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
徳
島
ゆ
か
り

の
偉
人
長
井
長
義
の
展
示
会
を
開
催
予

定
で
す
。
現
在
の
徳
島
大
学
薬
学
部
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
薬
学
界
の

偉
人
に
関
す
る
展
示
会
で
す
。
ま
た
こ

の
展
示
期
間
中
に
は
、
長
井
長
義
評
伝

映
画『
こ
こ
ろ
ざ
し
―
―
舎
密
（
せ
い
み
）

を
愛
し
た
男
』
の
山
田
和
広
監
督
の
講

演
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
時
等
の

詳
細
は
、
決
定
次
第
徳
島
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

2013年春、すべての客室・レストラン・宴会場などのリニューアルが完成します。

ホテルクレメント徳島
〒770 - 0831 徳島市寺島本町西 1-61

tel.088-656-3111

徳
島
大
学
は
阿
波
銀
行
と
の
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

平
成
25
年
2
月
25
日
、
徳
島
大
学
は

阿
波
銀
行
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
本
協
定
は
、
阿

波
銀
行
と
本
学
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る

研
究
技
術
、
情
報
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を

活
用
し
て
地
域
の
産
学
連
携
を
推
進
し
、

地
域
の
発
展
と
産
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
ま
し

た
。協

定
書
調
印
式
で
は
、
阿
波
銀
行
の

岡
田
取
締
役
頭
取
と
香
川
学
長
と
の
間

で
調
印
が
行
わ
れ
、
相
互
の
協
力
と
支

援
を
約
束
し
、
握
手
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
①
地
域
の
経
済
活
性
化

に
関
す
る
情
報
交
換
及
び
支
援
、
②
徳

島
大
学
の
研
究
成
果
等
に
関
す
る
情
報

交
換
及
び
支
援
、
③
地
域
企
業
の
研
究

開
発
ニ
ー
ズ
等
の
紹
介
支
援
、
④
徳
島

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
関
す
る
情

報
交
換
及
び
支
援
を
活
発
に
行
い
、
地

域
貢
献
の
幅
を
更
に
広
げ
て
行
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

徳
島
大
学
学
生
が
平
成
24
年
度

徳
島
県
議
会
表
彰
を
受
け
ま
し
た

平
成
25
年
2
月
25
日
、
徳
島
県
議
会

に
て
、
平
成
24
年
度
徳
島
県
議
会
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
本
学
歯
学
部
の
宮
地
宏

幸
さ
ん
と
原
田
悟
さ
ん
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。徳
島
県
議
会
表
彰
は
、ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術
文
化
活
動
等
に
お
い
て
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
、
生
徒
及
び

学
生
を
表
彰
し
、
そ
の
努
力
と
功
績
を

称
え
励
ま
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
徳
島
県

の
次
代
を
担
う
人
間
性
豊
か
な
人
材
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
、
今
年
は
３
団
体
と
20
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
た
宮
地
さ
ん
と
原

田
さ
ん
は
、
第
44
回
全
日
本
歯
科
学
生

総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
門
男

子
個
人
戦
で
優
勝
し
た
成
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
樫
本
徳
島

県
議
会
議
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

「
家
族
や
支
え
て
く
れ
た
人
の
こ
と
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
飛
躍
を

遂
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
励
ま
し
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
か
ら
プ
ネ
大
学
理
学
部
長
等
一

行
が
徳
島
大
学
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た

３
月
４
日
、
イ
ン
ド
の
プ
ネ
大
学

M
ohite

理
学
部
長
他
４
名
が
本
学

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪

問
は
、
３
月
５
日
に
行
わ
れ
る
本
学

国
際
連
携
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「International Sym

posium

 on 

G
lobal Engineering Education

」
へ

の
出
席
に
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
野
地
理
事
か
ら
本
学

の
イ
ン
ド
で
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
、

M
ohite

理
学
部
長
か
ら
は
イ
ン
ド
人

の
日
本
へ
の
関
心
は
高
く
、
研
究
者
や

留
学
生
の
交
流
に
は
十
分
に
ニ
ー
ズ
が

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
本
学
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
強
い
意
欲
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

プ
ネ
大
学
工
学
部
及
び
理
学
部
と
本

学
工
学
部
は
今
後
部
局
間
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
、
教
員
の
み
な
ら
ず
学
生

の
交
流
も
行
わ
れ
ま
す
。

調印後、握手を交わす香川学長（左）と
岡田阿波銀行取締役頭取（右）

表彰を受けた原田さん（左）と宮地さん（右）

インドからの訪問団（前列）及び本学関係者（後列）




